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１．募集人員 

神学部 神学・国際教養学科1年次：若干名 

神学部 神学・国際教養学科および総合神学科への編入：若干名 
 

２．入試日程 

出願期間 試験日 合格発表日 入学手続締切日 

2月27日(金)～3月5日(木) 3月9日(月) 3月11日(水) 3月19日(木)必着 

 

３．入学検定料 

（1）入学検定料35,000円は、Web出願サイトから出願手続き完了後にお支払いいただきます。以下の銀

行口座へ送金してください。入金の確認ができない場合は受験できません。 

【送金先口座情報】  

銀行名 千葉興業銀行 

支店名 千葉ニュータウン支店 

口座種別 普通預金 

口座番号 1273611 

口座名義 
ｶﾞｸ)ﾄｳｷｮｳｷﾘｽﾄｷｮｳｶﾞｸｴﾝ 

(学) 東京キリスト教学園 

（2）いったん納入された入学検定料は原則としてお返ししません。 

 

※災害救助法適用地域で被災された方へ 

申請条件を満たした被災者は入試における入学検定料の免除申請を行うことが出来ます。申請条件

及び申請方法等の詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。 

（トップページ→入学案内→入試案内→大規模災害罹災に伴う入学検定料の免除について） 

 

４．受験票 

受験票はWeb出願サイトから印刷して、試験当日にご持参ください。 

 

５．試験時間 

 出願締め切り後、個別に連絡いたしますが、おおよそ以下の通りです。 

  9:00～9:25 受付 

 9:20～9:30 注意事項説明 

 9:40～10:20 聖書（40 分） 

 10:30～12:00 小論文（90 分） 

 12:00～13:00 昼食 

 13:00 以降 個別面接（1 人 20 分） 

 

６．合格発表 

所定の合格発表日にWeb出願サイトのマイページで合否を確認できます。合格者・不合格者ともに合否

結果の通知を郵送します。合格発表日から数日経過しても通知が未着の場合は、アドミッションセンター

までお問い合わせください。 
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７．在留資格「留学」について（外国籍の方へ） 

日本在住の外国籍の方で、本学合格後に在留資格を「留学」へ資格変更申請する場合、出入国在留管理庁

に本学が発行する書類を提出する必要があります。必要な方は出願時または合格時にお問い合わせください。 

海外在住の外国籍の方で、本学合格後に在留資格「留学」を申請する方は、まず在留資格認定証明書交付

申請が必要です。本学が代理で出入国在留管理庁に申請しますので、出願前にお問い合わせください。手続

きには時間がかかります。入学までに手続きが終わらないことがあります。 

 

 

 

 

本学では春季入学／編入学を希望する日本語を母語としない方に、以下のいずれかの日本語能力を出願条

件として求めています。 

 

１．日本語能力試験(N2 レベル)合格 

 

２．日本留学試験「日本語」の「読解、聴解・聴読解」(400 点満点)で 200 点以上かつ「記述」(50 点 

満点)で 25 点以上の成績を有する 

 

３．その他、本学が認める上記１～２と同等以上の日本語能力 

 

 

  

日本語能力試験とは、国際交流基金と日本国際教育支援協会が実施している日本語能力をはかる試験で

す。日本国内及び海外で試験を実施しています。申込方法などの詳細は日本語能力試験公式ウェブサイト

（https://www.jlpt.jp/）にてご確認ください。本学出願時に N2 レベルの「日本語能力試験認定結果及

成績に関する証明書」の提出が必要です。 

日本留学試験とは、独立行政法人日本学生支援機構が実施している外国人留学生として、日本の大学（学

部）等に入学を希望する者について、日本の大学等で必要とする日本語力及び基礎学力の評価を行うこと

を目的に実施する試験です。日本国内及び海外で試験を実施しています。日本留学試験には「日本語」以

外に「理科」「総合科目」「数学」の科目がありますが、本学の出願に必要なのは「日本語」のみです。申

込方法などの詳細は日本留学試験ウェブサイト（https://www.jasso.go.jp/ryugaku/eju/index.html）

にてご確認ください。本学出願時に「読解、聴解・聴読解」(400 点満点)で 200 点以上かつ「記述」(50

点満点)で 25 点以上の「日本留学試験成績に関する証明書」の提出が必要です。 

高等学校や専門学校、短期大学、大学、大学院等の日本語による課程を卒業または卒業見込みの者など

は上記１～２と同等以上の日本語能力を有すると認めます。該当者は出願時に日本国内の高等学校や専門

学校、短期大学、大学、大学院等の日本語による課程の卒業証明書または卒業見込み証明書(高等学校の調

査書含む)を提出ください。ただし、それ以外の者でも上記１～２と同等以上の日本語能力を有すると証明

できる場合は、本学で出願を認める場合があります。審査を希望される場合は必ず出願前にアドミッショ

ンセンターまでご連絡ください。 

 日 本 語 能 力 に つ い て 



 3 

 

 

1. 出願資格 

受洗後
※1

キリストへの献身を明確にしたキリスト教信者であり、次のいずれかに該当する者。 

(1) 高等学校または中等教育学校を卒業した者、および2026年3月卒業見込みの者。 

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者、および2026年3月修了見込みの者。 

(3) 学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められ

る者、および2026年3月31日までにこれに該当する見込みの者。 

①外国において、学校教育における12年の課程を修了した者、および2026年3月31日までに修了見込

みの者、またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者。 

②文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該教育を

修了した者、および2026年3月31日までに修了見込みの者。 

③専修学校の高等課程(修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

者に限る)で、文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者、および 

2026年3月31日までに修了見込みの者。 

④文部科学大臣の指定した者。 

⑤文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験（旧制度の大学入学資格検定を含む）に合格した者、 

および2026年3月31日までに合格見込みの者で、2026年3月31日までに18歳に達する者。 

※1 出願時にはやむを得ない事情により受洗できていないが、入学時までに受洗予定がある場合、出願が認められるこ

とがあります。ご相談ください。 
 

なお、上記出願資格に加え、日本語を母語としない者は本学の求める日本語能力を持つ者であること。 

詳細は２ページ参照。 

 

2. 選考方法 

(1)書類審査 

Web 出願サイトに提出される書類により受験資格の有無等を審査します。また Web 出願サイトに提出

する事前課題(小論文)にて「思考力・判断力・表現力」を審査します。課題の内容は本要項36ページま

たは Web 出願サイトを参照ください。 

(2)筆記試験〔聖書40分、小論文90分〕 

  聖書…新約聖書、旧約聖書の基礎知識を問う問題を出題します。 

  小論文…高等学校の国語（現代の国語、論理国語、国語表現）の範囲から出題し、「知識」、「思考力・判

断力・表現力」を審査します。 

(3)面接試験〔1人20分〕  

事前課題（小論文）の確認、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」、本学のアドミッション・

ポリシーに適合しているかを審査します。 

 

３. 入試日程 

出願期間 試験日 合格発表日 入学手続締切日 

2月27日(金)～3月5日(木) 3月9日(月) 3月11日(水) 3月19日(木)必着 

 

 

 

本学の追加募集入試（一般選抜）は、筆記試験の成績だけで合否を判定せず、筆記試験と同程度に書類

審査と面接試験を重視します。事前課題(小論文)では「思考力・判断力・表現力」を審査します。書類審

査、筆記試験（聖書）、面接試験ではアドミッション・ポリシーに適合するかどうか審査し、筆記試験（小

論文）では高等学校までに身につけた基礎学力を審査します。 

 追 加 募 集 入 試（一 般 選 抜） 
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４. 評価方法・評価比重 

 
事前課題（小論文）の評価内容・視点は、13ページ「事前課題（小論文）について」を参照ください。 

 

アドミッション・ポリシー 評価方法 評価内容・視点 配点 評価比重

聖書の基礎知識 筆記試験（聖書） 旧約聖書、新約聖書の基礎知識 100点

事前課題（小論文） 思考力・判断力・表現力 100点

知識、思考力・判断力・表現力 100点

キリストへの献身

将来教会と社会に仕える志

建学の精神と信仰基準への同意

自分のことば(表現)で他者とコ

ミュニケーションがとれる力

50%基礎的教養に基づいて自分で考え

表現する力 筆記試験（小論文）

面接

アドミッション・ポリシーへの適合

300点 50%
主体性を持って多様な人々と協働

して学ぶ態度
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対象：３年次編入 教会教職専攻志望者 

教会教職専攻では、明確な召命感を持ち、福音主義に立つ正統的な神学・敬虔な生活・深い人間理解・伝

道と牧会の情熱と実践力を身につけ、国際的な視野を持って教会と地域に仕える教会教職者を養成します。

本専攻の編入志望者には、４年制大学卒業程度の論理的思考能力を求めます。総合型方式および一般方式

の選抜を通して、聖書の基礎知識、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って多様な人々

と協働して学ぶ態度」やアドミッション・ポリシーに適合するかどうかを審査します。 

 

1. 出願資格 

召命を受け、教会の承認を得、牧師・宣教師・伝道者・教会教育従事者・神学教師などを目指す者で、受洗

後、または、幼児洗礼の場合は信仰告白後 1 年を経た者で、次のいずれかの資格を満たす者。 

(1) 学士の学位を有する者及び2026年3月までに学士の学位を授与される見込みの者。 

(2) 大学の2年次を修了し、約60単位を目安に修得した者及び2026年3月までに修得見込みの者。 

(3) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者及び2026年3月卒業見込みの者。 

(4) 修業年限が2年以上であり、課程の修了に必要な総授業時間数が1,700時間以上である専修学校専門

課程を修了した者及び2026年3月修了見込みの者。 

(5) 外国において学校教育における14年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育の期間を

含む）を修了した者及び2026年3月までに修了見込みの者。 

※ 日本語を母語としない者は本学の求める日本語能力を持つ者であること。詳細は 2 ページ参照。 

 

２. 選考方法 

(1) 書類審査  

Web 出願サイトに提出される書類により受験資格の有無等を審査します。また Web 出願サイトに提

出する事前課題(小論文)にて「思考力・判断力・表現力」を審査します。課題の内容は本要項36ページ

または Web 出願サイトを参照ください。 

(2) 筆記試験〔聖書40分、小論文 90分〕 

聖書…新約聖書、旧約聖書の基礎知識を問う問題を出題します。 

   小論文…教会教職志望者にふさわしいテーマで出題します。「思考力・判断力・表現力」を審査します。 

(3) 面接試験〔1人20分〕  

事前課題（小論文）の確認、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」、本学のアドミッショ

ン・ポリシーに適合しているかを審査します。 

 

３. 入試日程   

出願期間 試験日 合格発表日 入学手続締切日 

2月27日(金)～3月5日(木) 3月9日(月) 3月11日(水) 3月19日(木)必着 

 

４. 評価方法・評価比重 

  
事前課題（小論文）の評価内容・視点は、13ページ「事前課題（小論文）について」を参照ください。 

アドミッション・ポリシー 評価方法 評価内容・視点 配点 評価比重

聖書の基礎知識 筆記試験（聖書） 旧約聖書、新約聖書の基礎知識 100点

事前課題（小論文） 思考力・判断力・表現力 100点

筆記試験（小論文）
（将来の）教職者としての思考

力・判断力・表現力
100点

キリストへの献身

将来教会と社会に仕える志

建学の精神と信仰基準への同意

自分のことば(表現)で他者とコ

ミュニケーションがとれる力

50%基礎的教養に基づいて自分で考え

表現する力

面接

アドミッション・ポリシーへの適合

300点 50%
主体性を持って多様な人々と協働

して学ぶ態度

 追 募 集 入 試 ( 一般方式 ) (３年次編入 教会教職専攻) 
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対象：①神学・国際教養学科 2年次編入志望者 

②総合神学科 3年次編入志望者(グローバル・スタディーズ専攻、ユース・スタディ 

ーズ専攻、キリスト教福祉専攻、神学教養専攻)  

編入志望者（教会教職専攻 3 年次編入志望者を除く）には、本学 1 年次入学者と同等の学力を求めます。

総合型方式および一般方式の選抜を通して、聖書の基礎知識、「思考力・判断力・表現力」「知識・技能」「主

体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」および本学アドミッション・ポリシーに適合するかどうか

を審査します。 

 

＜単位認定と編入年次について＞ 

他大学等で修得した単位が本学でどれだけ単位認定されるかによって編入年次が決まります。編入年次

は合格発表時に通知します。出願前に編入可能年次を確認したい場合はアドミッションセンターまでご連

絡の上、成績証明書をお送りください。 

 

１．出願資格 

受洗後キリストへの献身を明確にしたキリスト教信者であり、次のいずれかの資格を満たす者。 

(1) 学士の学位を有する者及び2026年3月までに学士の学位を授与される見込みの者。 

(2) 大学の1年次を修了し、約30単位を目安に修得した者及び2026年3月までに修得見込みの者。 

(3) 大学の2年次を修了し、約60単位を目安に修得した者及び2026年3月までに修得見込みの者。 

(4) 大学の3年次を修了し、約90単位（内、本学で約30単位）を目安に修得した者及び2026年3月までに

修得見込みの者。 

(5) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者及び2026年3月卒業見込みの者。 

(6) 修業年限が2年以上であり、課程の修了に必要な総授業時間数が1,700時間以上である専修学校専門

課程を修了した者及び2026年3月修了見込みの者。 

(7) 外国において学校教育における14年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育の期間を含

む）を修了した者及び2026年3月までに修了見込みの者。 

(8) 高等学校等の専攻科の課程（修業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満

たすものに限る。）を修了した者及び2026年3月までに修了見込みの者。 

※ 日本語を母語としない者は本学の求める日本語能力を持つ者であること。詳細は 2 ページ参照。 

 

２. 選考方法 

(1) 書類審査  

Web 出願サイトに提出される書類により受験資格の有無等を審査します。また Web 出願サイトに提

出する事前課題(小論文)にて「思考力・判断力・表現力」を審査します。課題の内容は本要項36ページ

または Web 出願サイトを参照ください。 

(2) 筆記試験〔聖書40分、小論文 90分〕 

聖書…新約聖書、旧約聖書の基礎知識を問う問題を出題します。 

   小論文…高等学校の国語（現代の国語、論理国語、国語表現）を土台にした問題を出題します。「思考

力・判断力・表現力」を審査します。 

(3) 面接試験〔1人20分〕  

事前課題（小論文）の確認、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」、本学のアドミッショ

ン・ポリシーに適合しているかを審査します。 

 

３. 入試日程 

出願期間 試験日 合格発表日 入学手続締切日 

2月27日(金)～3月5日(木) 3月9日(月) 3月11日(水) 3月19日(木)必着 

 追 加 募 集 入 試（ 一般方式 ）（ 2 年次および 3 年次［教会教職専攻を除く］ ）  
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４. 評価方法・評価比重 

 
 事前課題（小論文）の評価内容・視点は、13ページ「事前課題（小論文）について」を参照ください。 

 

  

アドミッション・ポリシー 評価方法 評価内容・視点 配点 評価比重

聖書の基礎知識 筆記試験（聖書） 旧約聖書、新約聖書の基礎知識 100点

事前課題（小論文） 思考力・判断力・表現力 100点

知識、思考力・判断力・表現力 100点

キリストへの献身

将来教会と社会に仕える志

建学の精神と信仰基準への同意

自分のことば(表現)で他者とコ

ミュニケーションがとれる力

50%基礎的教養に基づいて自分で考え

表現する力 筆記試験（小論文）

面接

アドミッション・ポリシーへの適合

300点 50%
主体性を持って多様な人々と協働

して学ぶ態度
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初年度納付額 

 
       

［注意事項］ 

・入学手続締切日までに初年度納付額または入学手続時最少納付額を納入してください。初年度納付額

は、年3回（入学手続時･8月･12月）の分納が可能です。8月･12月の納付額についての詳細は別途通知

します。 

※ 家族寮入寮希望者は合格発表時にはどのタイプの部屋に入れるか未定のため、家族寮の初年度納付

額ではなく、入学手続時最少納付額をお支払いください。部屋タイプごとに8月・12月に別途家族寮

費を徴収します。 

・学生納付金は年度ごとに改定する場合があります。また食費は物価変動に応じて年度の途中で改定する

場合があります。 

 

【学生納付金に含まれない費用】 

①選択科目「English Intensive Study Abroad」・実習科目を履修する場合は、研修費用がかかりま

す。 

②選択科目「器楽等レッスン」を受講する場合、受講費用がかかります。 

③家族寮は、退寮時の清掃費用として入学後に30,000円を徴収します。退寮時に経年劣化以外の修繕が

生じた場合は別途費用がかかります。 

 ④独身寮の寮費には、長期休暇中の滞在費は含まれていません。 

 

＊高等教育の修学支援新制度 

 本学は、文部科学省が実施する『高等教育の修学支援新制度』の対象校です。本制度は、多子世帯およ

び、住民税非課税世帯またはそれに準ずる世帯の学生を対象に、授業料・入学金の免除または減額と、返

還を要しない給付型奨学金を提供します。 

本制度の詳しい情報については、文部科学省または日本学生支援機構（JASSO）のウェブサイトをご確認

ください。 

 

文部科学省 https://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm 

日本学生支援機構（JASSO） https://www.jasso.go.jp/shogakukin/about/kyufu/index.html 

  

家族寮A(44㎡) 家族寮B(39㎡) 家族寮C(37㎡) 入学手続時

1S,2DK,B,T 2DK,B,T 1S,1DK,B,T 最少納付額

入学金 ¥100,000 ¥100,000 ¥100,000 ¥100,000 ¥100,000 ¥100,000

授業料 ¥690,000 ¥690,000 ¥690,000 ¥690,000 ¥690,000 ¥230,000

施設費 ¥300,000 ¥300,000 ¥300,000 ¥300,000 ¥300,000 ¥100,000

教育充実費 ¥87,600 ¥87,600 ¥87,600 ¥87,600 ¥87,600 ¥87,600

小計① ¥1,177,600 ¥1,177,600 ¥1,177,600 ¥1,177,600 ¥1,177,600 ¥517,600

寮費 ¥300,000 ¥300,000 ¥300,000 ¥300,000

家族寮加算分 ¥315,000 ¥255,000 ¥210,000

寮室電気料金 ¥12,000

食費 ¥300,000

小計② ¥612,000 ¥615,000 ¥555,000 ¥510,000 ¥212,000

合計（①＋②） ¥1,789,600 ¥1,792,600 ¥1,732,600 ¥1,687,600 ¥1,177,600 ¥729,600
※　S:ｽﾀﾃﾞｨﾙｰﾑ，DK:ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞｷｯﾁﾝ，B:風呂，T:ﾄｲﾚ

通学独身寮

¥212,000

学 生 納 付 金 （２０２６年度） 
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Web出願について 
※出願はすべて Web出願サイトから行います。 

 

 

                  Web出願サイト 

 

 

 

 

https://admission.tci.ac.jp/ 

（パソコンからの入力を推奨） 

 

 

 

※各項目とも        を押して内容を確認した後に      を押して提出してください。 
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入学者・編入学者選抜 Web出願に必要な情報一覧 

 

 

No. 項 目 対象者 説明・注意事項等 

1 アカウントの作成 全員 
メールアドレス、パスワード（8 文字以上、アルファベッ

ト大文字・小文字・数字・記号をすべて使用） 

2 基本情報 全員 
氏名、半角ﾌﾘｶﾞﾅ、生年月日、住所、電話番号、 

メールアドレス、出願者以外の緊急連絡先ほか。 

３ 顔写真 全員 

デジタル写真（ファイル形式：JPEG、推奨サイズ：640

×480 ピクセル、脱帽、無背景、正面上半身、３ヶ月以

内に撮影したもの） ※顔写真は学生証にも使用します。 

４ 志願する課程 全員 出願資格を満たす者は「出願」を選択。 

５ 入学志願票 全員 入学区分、志望専攻、受験する入試区分を選択。 

６ 履歴書 全員 

中学卒業後の学歴、職歴、所属教会の情報、受洗年月日、

取得した資格ほか。 

「入寮」または「通学」を選択。 

７ 自己紹介書 全員 
教会や社会での活動や体験、自分の長所や短所など。 

「志願理由と入学後の学びの目標」は 800 字以内。 

８ 所属教会牧師等推薦書 ＊ 全員 

推薦者の氏名、メールアドレスを入力。 

・推薦者は所属教会の牧師あるいは役員等指導的立場に

ある者。（日本語・英語のみ対応） 

・推薦者に推薦書入力フォームのリンクがメールで届

く。推薦者が Web から入力するので、入力期限等を含

めて前もって推薦者に依頼すること。 

９ キリスト者推薦書 ＊ 全員 

推薦者の氏名、メールアドレスを入力。 

・推薦者は客観的に志願者を評価できるキリスト者。た

だし所属教会牧師等推薦書を書いた者と本人の 3 親等

以内の親族は除く。（日本語・英語のみ対応） 

・推薦者に推薦書入力フォームのリンクがメールで届

く。推薦者が Web から入力するので、入力期限等を含

めて前もって推薦者に依頼すること。 

10 救いと献身の証し 全員 1,200 字以上～2,000 字以下でまとめること。 

11 事前課題（小論文） 全員 

事前課題小論文(全受験生共通)を 1,800字以上～2,200

字以内で作成。13 ページ参照。 

生成 AI の利用、他者による添削・指導不可。 

12 調査書または成績証明書等 
１年次 

出願者 

出願期間内に届くよう「高等学校調査書」または高等学

校卒業程度認定試験「合格成績証明書」を郵送すること。 

・チャーチスクールまたはホームスクールを卒業（見込

み）の者は上記に加えて在学期間に履修した科目等の

内容、成績などがわかる書類を提出すること。 

・外国の高等学校を卒業(見込み）の者は「卒業（見込み）

証明書」、「成績証明書」を提出すること。 

・調査書について保存期間終了等の理由で発行されない

場合は、「卒業証明書」と「単位修得証明書」を提出す

ること。  

   
 

 

 Web出願に必要な情報 
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13 成績証明書・卒業証明書等 

編入学者 

選抜 

出願者 

(1)～(3)のうち自身の学歴に応じて指定された書類を提

出すること。 

(1)短大・高専・大学を卒業(見込み)者：①卒業(見込み)

証明書 ②成績証明書 

(2)専修学校卒(見込み)者：①卒業(見込み)証明書 ②成

績証明書 ③卒業(見込み)の専修学校が大学編入学資

格を満たす学校であることの証明書、または専門士資

格取得証明書（卒業証明書にそれらが明記されている

場合、卒業証明書で代替可）④シラバス等の講義内容、

単位数が記載されたもの（写し可） 

(3)高等学校等の専攻科修了(見込み)者：①修了(見込み)

証明書 ②成績証明書 ③修了(見込み)の高等学校等

の専攻科が大学編入学資格を満たす学校であることの

証明書（修了証明書にそれらが明記されている場合、

修了証明書で代替可）④シラバス等の講義内容、単位

数が記載されたもの（写し可）  

 

・外国の課程を修了した者は、上記の書類に準ずるもの

(和文または英文)を提出する。 

・高等学校調査書の提出を求める場合がある。 

・大学院在学者、修了者(見込み者)の場合でも、大学院の

ものではなく大学(学部)の成績証明書と卒業証明書を

提出すること。 

14 合理的配慮申請書 該当者 

障がいがあり、受験に特別の配慮を必要とする者のみ。 

提出書類（障がい者手帳コピー・診断書）の詳細は 10 ペ

ージ「11．障害のある方へ」。 

15 
在留カード及び 

パスポートのコピー 
外国籍者 

在留カードの両面の PDF データ。 

パスポートは氏名の記載されたページの PDF データ。 

16 日本語能力を証明する証明書 

日本語が 

母語で 

ない者 

 

詳細は 11 ページ「日本語能力について」参照。 

17 受験料の支払 全員 

出願締切日までにお支払いください。 

入金の確認ができない場合は受験できません。 

・日本国内の方：指定の銀行口座に送金 

・海外在住の方：クレジットカード払い 

＊ 推薦書の記入依頼メールは何度でも送信できますが、最後に送ったリンクのみ有効です。 

 

※各項目とも        を押して内容を確認した後に      を押して提出してください。 

 

個人情報の取り扱い 

Web 出願サイトで提出された個人情報は、選抜の実施、合否発表、入学手続き、統計・分析、入学後教

育指導上必要とされる範囲、またこれらに付随する事項を行うために適正な範囲で利用し、以上の目的以

外には利用しません。 
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事前課題（小論文）は全受験生各自が自宅等で取り組み、Web出願サイトから提出する必須の課題 

です。学力評価の一つとして「思考力・判断力・表現力」を評価し、審査します。 

 

（注意事項） 

・必ず受験生自身が自分の力で作成してください。 

・生成 AIの利用、他者による指導・添削は禁止します。 
 

 

＜事前課題（小論文）＞ 

 

東京基督教大学の養成する人材像 

「Stand in the Gap 破れ口にキリストの平和を」 

本学では、聖書が語る神と人の関係の「破れ」と、そこから生じる人の世界の「破れ」（痛み、矛盾、溝

など）の回復と修復のために「破れ口に立つ人」を育成することを目指しています。 この見地に立ち、以

下の質問に対するあなたの考えをまとめて、1800字以上 2200字以内で論じてください。  

 

１．あなたの身近な所、社会、世界にはどのような「破れ」があるでしょうか。そしてあなた自身が「重荷」

（使命）を持つことは何でしょうか。またその理由は何でしょうか。  

 

２．キリストに倣って「破れ口」に立つために、キリストのしもべとして必要な聖書的視点や姿勢、実際の手

段と行動、協力関係はどのようなものと考えますか。 

 

３．あなたが「破れ口に立つ」ために、本学での学びにどのようなことを期待しますか。 

 

４．小論文にタイトルをつけてください。 

 

＜事前課題(小論文)の評価内容・視点＞        

①問題の把握と論理的展開 20点 

②日本語表現（語彙、文体、表現） 20点 

③クリスチャンとしての視点と視野 15点 

④聖書と教理の正しい理解 15点 

⑤独自性と結論の明確性 20点 

⑥字数を満たし十分論じられているか 10点 

 

 事 前 課 題（小論文）について 

 

 

 


